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Abstract
Since the Age of Commerce, the importance of forest products from Borneo, an archipelago in
Southeast Asia, has been well known. The development of Sarawak and North Borneo,
independent of Labuan, was a slow process. By the early 1880s, Sarawak was outstripping its
Bornean neighbors in the volume of jungle products. Many studies in the human and social
sciences have examined jungle and forest products, and historians and anthropologists, in
particular, have focused on this area. However, the impact of riverine trade in forest products on
the hinterlands that produced the primary commodities is not clear. This paper focuses on Long
Terawan, a longhouse community in the Middle Tutoh River―in northern Sarawak―which was
one of the biggest indigenous riverine trade hubs of inland Borneo in the late nineteenth century.
It takes an anthropological approach to explore the riverine trade in forest products that played
an important role in the formation of a trade-hub longhouse and built a wide network centered on
the longhouse. The analysis was conducted with the help of door-to-door interviews with villagers
about lineage, migration history, myth, and subsistence, and a collection of historical data sourced
mainly from the Sarawak Gazette in the research area.
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具体的には，19 世紀末のマレーシア・サラワク州北部のトゥトー川 (the Tutoh River) 上
流域に広がる森林で採集される林産物の交易拠点であったロングハウス・コミュニティ，ロン
グ・テラワン村 (Long Terawan，以下「LT 村」) の形成過程とその編成メカニズムを明らか






ジェームズ・ブルック (James Brooke) に割譲されるまでブルネイ・スルタンの領地の一部
だった。1841 年から 1941 年の 100 年間，イギリス人のブルック一家による統治がつづいた後








ないが，サラワク州には約 4,500 のロングハウスが存続している [Zeppel 2006: 262]。
2 ) 本稿では，固有名詞を除いて，マレー語および地方諸語をイタリックで表記する。
3 ) 1965 年にシンガポールが脱退し、現在のマレーシアとなった。






















調査期間は，2010 年 7 月から 2011 年 3 月までの 9カ月間，および補足調査をおこなった 2012
年 2 月を合わせた計 10 カ月間である。内陸河川交易の最上流部に位置する調査村は歴史上，
ロング・パタ村 (Long Pata; 年代不明)，ロング・ベルアン村 (Long Beruan; 20 世紀初頭から
1944 年)，旧ロング・テラワン村 (1950 年代〜1963 年)，そして新ロング・テラワン村 (1970
年代以降) と名前と位置を変えながらも，トゥトー川中流域に築かれてきた (図 2)。混乱を
避けるために本稿ではすべて「LT村」の表記で統一する。
東南アジア研究 54 巻 2 号
156








要所のひとつであった [Tagliacozzo 2005]。例えば，1530 年のスペイン商船の記録では，「サ
ラワク4)はダイアモンド，樟脳，沈香などの貿易をおこなう裕福な商人たちがたくさんいた」
と記録されており [Nicholl 1990: 28]，16世紀当時のマラッカに寄港したポルトガル商人の手
記には，ボルネオからジャンク船 (海洋交易に用いられた中国の木造帆船) に乗って来た商人
















4 ) 当時のスペイン語文献では，サラワクは「Cerava」と書かれている [cf: Nicholl 1990; Ptak 1992]。
5 ) 例えば，19 世紀のサラワクから産出されたサゴは，世界に流通した量の半分を占めていた
[Baring-Gould and Bampfylde 1909: 213]。また，ラジャン河 (the Rajang River) の河口域ではす
でに商業目的の木材伐採業 (以下，商業伐採) が操業され，1870 年代にはボルネオテツボクが広東
系華人によって下流域のカノウィット (Kanowit; 図 1) から香港と中国広東省に向けて輸出されて
いた [Ik 2011: 9]。
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に関連付けて包括的に考察した代表的研究として，ファン・リュール [Van Leur 1955] や
ウォルターズ [Wolters 1982]，また，東南アジアの河川交易モデルを提示した考古学者ブロ











南アジア島嶼部では，スホウテン [Schouten 1998] が交易によって民族間対立が激化したス
ラウェシ島北部のミナハサの社会変容を実証的に描きだし，また，マクウィリアム
[McWilliam 2002] は白檀交易の利潤によって発展したティモール島ナブアサ首長国を扱った





進出する以前の林産物交易を東カリマンタンで検証したペルソーの研究 [Peluso 1983] や林
産物の商品連鎖に注目した論集 [Nevins and Peluso 2008]，中央カリマンタンにおいてダイア
モンド鉱山が発見されたという噂が巻き起こす，資源交易をめぐる多様なアクター間の関係と
その歴史的背景を描いたツィンの著作 [Tsing 1993] など，それぞれに独特の切り口を持った
いくつかの研究が認められる。また，1600 年から 1880 年のバリト川流域を中心とするボルネ





7 ) 例えば，これまで海と港市に考察の対象が絞られてきた交易研究に対して，大木の研究 [大木
1981] は河川交通をより広く内陸交通として捉えて，スマトラ中・南部における内陸交通の担い手
に焦点をあてて論じている。















のインタラクティブな経済関係を構築してきたことを論じるのに適していた [e. g. Sercombe















8 )「序列」の概念について詳しくは，フォックスらを中心として 1980 年代から 90 年代にかけておこ



























ネシア領東カリマンタン州のアポ・カヤン地域 (Apo Kayan)9) ではかつて，交易を中心に権
力と財力を築きあげた地方勢力の首長は，「王」(raja) を名乗り，歴史上，幾度も生成と消滅
を繰り返してきた「小王国」(kerajaan kecil) を統治してきた｡10)
9 ) あるいは，「Apau Kayan」とも表記される。apauは「上，あるいは上方向」または「高地」を意
味するカヤン語である。





ることで国家歳入を増大させ経済基盤を築いていた [Magenda 2010: 12-13]。
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他方ブルネイ王国の支配下にあったサラワクには，歴史上，小王国に類する王権は 16世紀
末期に勃興したサンバス王朝 (Sambas Dynasty) 以外に存在しない [Larsen 2012]。政治的，
経済的に突出した地方勢力は，「有力なロングハウス」としてロングハウスの名や，「オラン・







Kaya [O.K.] Temenggong など) を冠した LT 村の首長の名前が記録されている [e. g. SG
1882/12/1; 1884/7/1; 1885/11/2]。筆者がおこなった系譜調査でも，LT 村から大首長をはじ
めとする首長が輩出され続けていることが示された (V章の図 5 を参照)。
人類学者メトカーフは，このような河川交易を媒介として強大化した地方勢力としてのロン
グハウスを「メガ・コミュニティ」と呼び，その首長を「最高経営責任者」(CEO) にたとえ
















12) バラム河流域がサラワク王国に併合されて間もない 1885 年 9 月 1日の官報には，LT 村の配下に
あったロング・ルカン村 (Long Lukan) の村人 70 人がマラリアで死亡し，生き残った人々は LT







場所がブライト川 (the Belait River; ブルネイ王国領) とトゥトー川 (サラワク王国領) とい
う異なる政体を流れる河川の最接近地点であることである。歴代の LT村のロングハウスが位
置するトゥトー川は，ブルック政府の統治下におかれる以前から，「ブルネイとバラム河上流
域を結ぶ交易のハイウェイ」 [Metcalf 2010: 124] の拠点として重要な位置を占め続けてきた。
地図 (図 2) に示した通り，LT 村の前身のロングハウスは何度か再建されるが，いずれも現
存する LT村の位置から数百メートル以内の範囲でしか移動していない｡13)
ブライト川が流れつく先は，南シナ海に面するブルネイの主要交易港のクアラ・ブライト

















13) 歴代のロングハウスの位置は，村人に案内してもらい GPS で位置情報を収集した。ただし，ロン
グ・パタ村の位置に関する情報は曖昧であり，官報から読み取れる情報を主として位置を推定した。
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海洋貿易においてツバメの巣が商品として価値をもつのは 18 世紀後半以降のことであり，
交易一次産品の中では比較的新しい資源である [Blussé 1991: 321; Chiang 2011: 409-410; Ismail
1999: 3; 篠田 1970: 167-171]。清王朝時代に入るころ，食用ツバメの巣の需要は宮廷外に飛躍










図 4 未加工ツバメの巣 (白) の平均取引価格 (MYR/kg) の変動
出所：Lim and Earl of Cranbrook [2002], Hobbs [2004] をもとに筆者作成
注：*MYR=マレーシアリンギット (Malaysia Ringgit)
図 3 未加工ツバメの巣 (黒) の平均取引価格 (MYR/kg) の変動






るサラワク王国誕生期にはすでにおこなわれていた [J. Brooke 1838: 443]。他方，LT村が採
集活動をおこなってきたムル (Mulu) の洞窟15)では，ブルック家の統治下におかれた後に採
集と交易が始まったようである。1884 年の官報の「バラム地区レポート (Baram District
Report)」に，次のような記述がある。
トゥトー川のオラン・カヤ・トゥメンゴン (Orang Kaya Tumanggong [sic.]) は，300




















15) 洞窟群および周囲の原生林一帯は，1974 年にグヌン・ムル国立公園 (Gunung Mulu National Park)
に指定され，2000 年には世界自然遺産リストに登録された。位置は図 2 を参照のこと。









の優位性を示す最も重要な根拠となるからである [Hose and McDougall 1912: Vol. II, 138;
Metcalf 1976: 89; Rousseau 1998: 171, 184]。
現在，「ブラワン人」(Berawan)16) のロングハウスとして登録17)されているロングハウスは，
トゥトー川流域にある LT村とバトゥ・ベラ村，そしてティンジャール川流域に建つロング・
ジェガン村 (Long Jegan)，ロング・テル村 (Long Teru)，そこから分離したロアガン・ブ
ヌッ村 (Loagan Bunut) であり，次のような移動史を共有している。移動史における起源の
地は，アポ・カヤンである。その後，ウスン・アパウ (Usun Apau) を経由してバラム河の本
流や支流に拡散していった人々がこの 5つの村の始祖なのである。
トゥトー川では，起源の地からトゥトー川流域に移動して「最初の住人」となったのが，後
に LT村の一員となるトリン村 (Tring)，18) LT 村，ロング・キプット村 (Long Kiput)，そし
てバトゥ・ベラ村の人々であり，これらの村および村の人々は「ルポ・プウン」(lepo puʼun)














た者のほとんどが LT村の庇護下に入っており [Metcalf 1976; Blust 1984]，現在のサラワクではト
リン人およびトリン人の村というのは公式な人口統計上，存在しない。
↗
19) メトカーフは puʼunの「所有する」という意味について，彼が調査した 1970 年代のロング・テル

















「ヒプイ」(hipuy)，そして「ピニン」(pinyn) と「ディペン」(dipen) の 2段階の奴隷層に分

















































22) たとえば，サラワクでは Pringle [1970]，Walker [2002]，King [1993]，東南アジア島嶼部の他
の地域ではMcWilliam [2002]，富沢 [2003] などがある。












これは官報の報告とも一致する。1935 年 7 月，当時，第 4省 (The Fourth Division; 現在の
ビントゥル省とミリ省を含む範囲) の土地測量局 (Department of Land and Survey)24) にお
ける最高責任者であったリーチ (D. L. Leach) 率いる大規模測量を目的としたムル山への登頂
が，サラワク博物館との共同調査探検としておこなわれた。ボルネオの中でもこの地域は年間
を通して降雨量が多いことが知られているが，石灰岩地質のために土壌の保水機能が低い
[Osmaston and Sweeting 1982: 82-83]。それゆえ，官報に記されたリーチの探検記にあるよう
に，普段のこの辺りの水位は低く，LT村やそれよりも上流まで行くことができるのは水位が
上がった限られた時期だという。そのため，リーチ一行は川の水位が上がるまで LT村に 2日
間の足止めを余儀なくされたことが記されている [SG 1983/4/1: 8-9]。
加えて，地図 (図 2) が示すように，歴代の LT村のロングハウスの立地と採集場所の洞窟
群の間には，河川距離にして約 30キロメートルもの隔たりがある。そのため，洞窟内での採
集作業には，優秀な船頭と採集者としてまとまった人数の男性の労働力が不可欠である。だが，









る採集キャンプに出発する前には，司祭 (bəliau) が死を招く悪霊 (bəlih salong) を取り除く
儀礼が執りおこなわれたという｡26)
24) ブルック家による統治期およびイギリス植民地時代は，ブルネイとの領地の明確化や土地の開発計











(語られている) 起源神話は，すべての生きとし生けるものは創造主 (bəlih ngaputong) が創りだ








1882 年にバラム地域がブルック政府に割譲されるまでは，クムナ川 (the Kemena River)



































た [Metcalf 2010: 124]。そして，この交易路上にあった LT 村が，定期的にブルネイからマ
レー人行商人，ラーマン (Nakoda Rahman) とその従者たちが訪れる拠点としてすでに機能
していたことは，当時の官報を中心とする史料からも明らかである [SG 1876/7/17: 3-6;
1876/8/15: 4-6]。以下，官報に掲載されたロウの記録に基づいて，当時，LT村で起きた事件
の概要を説明する。


































(Orang Kaya Panglima Ipui) はラーマン一行に対して，殺された少年を再びロングハウスの













































網を整備していった [Ooi 1997: 95]。ブルック政府は，交易中継地も整備した。中でもマル
ディは，ラジャン河流域のカピット (Kapit)，ブラガ (Belaga) と同じく，サラワク王国の歳
入確保を目的として現地民の林産物採集を奨励していたブルック政府が提供した，林産物集積
所と交易の拠点である [ibid.: 88] (図 1)。ここには，福州人をはじめ，潮州人や福建人など
の華人商人たちが次々と拠点となる商店を築き，上流域への交易活動を活発に展開していた。
この地域が林産物交易のフロンティアだったことは，バラム地域がサラワクに割譲されたわず




g. Colombijn 2003; 太田 2014: 第 5章]。
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てきたことは，当時の官報が伝えるとおりである。たとえば，1884 年 3 月 6 日には，数人の
イバン人が，LT村の大首長ミアン氏 (Orang Kaya Tumanggong [sic.] Mian) の傘下に属す
るプナン人からグッタペルカを奪い逃走したことが記されている [SG 1884/6/2]。視界を遮る
32) 内陸部交易における交易品目に関する目録等の史料は残されておらず，官報やホースとマクドガル
[Hose and McDugall 1912] など探検記録の記述情報に依拠している。こうした史料に記載されて
いる交易品としての鉄は山刀や農具に使用するためのものであり，火器や弾薬が内陸部でどのよう
に流通していたかについて，詳しくは言及されていない。しかし，先に述べたようなブルネイから




















られる (図 5)。同時に，ここに示した 6 代前から現在までの系譜図には，信仰の異なる 2 つ
の系譜から交互に村の首長を輩出してきた経緯と，35) 首長層の系譜にロング・キプット村や比







ている [SG 1883/3/1: 26]。
34) バトゥ・ベラ村は移動史と神話を共有するブラワン系のロングハウス・コミュニティの中で最後に
LT村の祖先と分裂したとされている。
35) 1950 年代頃から LT 村の人々のなかには，キリスト教 (ボルネオ福音協会; Sidan Injir Borneo
[SIB]) や土着精霊信仰とキリスト教の教義を掛け合わせた新興カルトであるブンガン教 (Bungan
Cult) に改宗する人がではじめ，1970 年代にはほぼ全員が SIB改宗していた。ロングハウス内のキ
リスト教改宗者の増加は，当時，村を二分するほどの影響力を持っていた。官報の記録によると，
旧ロング・テラワン村は政府の指導に反して，ロングハウスをわざわざ 2 つに分けて建て直してい
る [SG 1956/11/30: 293]。ひとつは，キリスト教 (SIB) に改宗した行政首長とその支持者たちが
住むためのもので，もうひとつは，ブンガン教やそれ以前の「創造主」の存在を重んじる土着精霊
信仰を捨てることを拒む地域首長や呪術師，そしてその支持者たちのロングハウスだった (図 5)。







































ている [C. A. Brooke 1866: 70, 271-272; Hose and McDougall 1912: Vol. I, 74-75]。
LT村の出身者を中心とした親族関係は，村とマルディ間にのみ広がっていたわけではなか
く，LT村より内陸部のコミュニティとの間にも広がっていた。
LT村から洞窟へ行く途中にあるトゥトー川とその支流メリナウ川 (the Melinau River) と






という新興国民国家の一部になる 1960 年代半ばまでは，LT 村はプナン人にとってもっとも







入り，なかにはそのまま婚姻を経て同化する者もいたという [Metcalf 1982: 50-51]。
内陸部のロングハウス・コミュニティとの親族関係はどうだろう。筆者が配偶者と使用言語
についておこなった悉皆調査 [佐久間 2015] では，既往の言語学研究が示す通り [e. g. Blust
1984; Hudson 1978]，LT 村のブラワン語は他のブラワン系諸語を話す村と異なり，トリン語
(クラビット系言語) の影響が強く認められる｡37) 他方こうした研究において，この言語状況




なったと考えられるが，1960 年代以降，徐々に衰退し，1976年バラム地区 (Baram district) おこ
なわれたのを最後に，プナン人とロングハウス間のタムは消滅した [Langub 1984: 12]。また時に，
医療関係者がタムに向かう地方行政官に同行して，プナン人やロングハウスを訪問して健康状態を
調べることもあった [e. g. SG 1956/11/30: 292]。
37) 脚注 18 も参照のこと。
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例えば，クラビット人の口承伝承をまとめた記録 [Bala 2012] から，バリオ高地 (Bario








本稿では，19 世紀末から 20 世紀中葉までのサラワク北部を舞台に河川交易が内陸地域の秩
序を編成してきた様態を，口承伝承と歴史資料を織り合わせて考察してきた。ここで見たよう
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